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申
国
共
産
党
の新
しい
指導
部
の
人
事
が
決ま
υ、 ，
毛以
後a
を
に
な
う
中閣
の新
し
い
指
導
体
制
が
固
まっ
た。
申
国
共産党

111111’lllllh’111111’11111111111’1111111111111111111111111・

は、
八
月
十
八日に
第
十一
回
大
会
を、
盟
十
九
日に
は
第
十一
期
中
央
委員
会
の
第一
回
総
会
を
聞
き、
撃
国
鋒
主
席
をトッ
プ

張
費IJ
英

郎

平

藁念
藁
興
章
主
席
の
骨十

雲
散
f台
局
常

警
民
会

議し
党
議
率し
て
Isl> 
く
体制を

決定
し
た＠
そこ
で、
十一
金
大
会
の
愈
務、
鼠
小
平氏
の復
活
が窓
喋
ず
る
も
の、
さ
ら
に
は
米
中、
米
ソ、
日
ソ
の
関係な
ど

τコ

き、

富
払雪
箆
(J) 
尊
r'J 
家で
ある
中

星
雲
タト
大
教
授

緊
急
イ
ン
タ
ピ
.1 

笠n ．っ
。

（
イン
タ
ビュ
ア
ー

は
畑昭
三
機関
総
局
次長）
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転

換

求

め

ぷ

11八月十八日に

中岡県政党

の第十一
回大会（
十一
会大会）

が
聞か
れ、
撃図
鈴体制が磁
立し

まし
た
ね。

翌十九日に
は、
第
十

一
期中
央復
員会の
第一
回総
会が

聞かれ、
磁
国総主即時を
トッ
プに

務剣梨、
郵小平、
手先念、
淫閉山

興の

悶副主腐が巡出され、
強
国

鋒依制が
恋式に
確定し
たわけで

すが、
今回の十一
会大会の
滋裁

につ
い

てまず、
お聞きし
たい
と

思い
ます。

中
嶋
こ
れは、
文化大革命
と

い
う十年間、
過去の
内政を一
貫
し

てき
たと
思わ
れる、
いわ
ゆあ文
m

路線
です
ね。
こうい
うもの
が、
こ

の大会に
よっ
て一
つの区
切Pを
つ

けた、
とい
うことに

淑味が
あると

廓
づ
ん
で
す。

国

際

的

な

視

野

で
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掛謙二

しかし、
考え
て

みますと、
文化
つ

大厳命
とい
うの
は、
六
十近年の
秋
た

に、
上海
の銚

文元が
「新
編歴史
劇
ベ

，
海
務総ga
につい
て」
とい
う、
F

例
の
海

器臨時国から慾広っ
ているわ
す

け

ですね。

それから紅術兵mmmJに
で

い
た
り、
林
彪
挑
判の
台甑
に
い
た
交

b、
四
人
組が
台頭
して
き
た 。
こ
れ
思

は、
文化

大問中命の
まぎ
れ
もない一
昭

ヨ

注

目
a

ω阻Fそζ
で、
円
本ω図
内
政治と
か事

、
関
連し、
目中平
和
友
情四条
約の
事 ．

締結
の
隠
期という
の
は 、
前よ
り
の一

は好
ましい方向に
いき
ますか

和一

中
嶋
一
口に
い

いt？と、
四
町知

人組
時代
よりも当
たりは、
ど
ちら
中一

かとい
うとモ
デレ1ト、
穏
健に
な
づ一

る
よ

うな気が
します。
し
かしなが
L

ら、
当
た
り
が
穏
健
に
な

予というこ
け・t、

とは、
そ
れだ
け手
ごわい
わ
けです
、一

からね。
そ
れだけに、
日中
平
和
町一i－

 

友
好条約につ
いては、
まず
申ソ関
ト

係がど
う
なる
かとい
うこ
と。
中ソ

a

ほ箪事
同盟条約を絡ん
でい
る
わ
け

で
す 。
この
期
限が
一

九
八
O
年で、

一
年前に
両者が限
度を
明
らかに
し

H1・

な
きゃ
な
ら
ない。
外
交政
策が
変わ
引一

る可能
性が
出
てきたわけで
す。
こ
la

の
可飽
繋
朱当は
ここ一
三一
年
見
2

てみ
る
必
擦が
ああと
思う
んで
す 。

ぷ

しか
も、
そもそも
平

和友好条約

とい
う
の
は、
いわば
紛争
処理の
後

で、
互い
に問題が
なく
なっ
たとき

に
初めて結
ぶべ
き
で
あり、
懸祭が

残っ

ているがそれはお互いに
触れ

る
こ
とは
よ
そ
う、
とい
う
形
で結
ぶ

の
は一
審
ま
ずいで守
ね。
日
中関
係

とい
う
の
は、
非常に
問
題が
起き
や

すい
際
史
的な環
境に
争るわ
けで
す

日

中

平

和

条

約

る

考

え

よ

う

！中国
安守政のむ
代化の
方
、近代

化路線、
実務派
一震をとっ
て

針では、
中ソ関係 、
は
よ
くなるん
ま
す
と、
その点
での
ソ述とのギャ

でしょ
うか。
近
代
化と
申
ソ関
係
ツ
プ
接
軍的に
は少なくなるわげ

とい
う
の
は
別
なんでしょ
う
か。
で
す。

中
嶋
私は、
その
場合
には

こうい
うレベ
ルで
むし
ろ
考え
た

リー
ダーシッ
プ
を論
じなけ
れ
ばい

方がいい
の
で、
こ
れ
から

の中国の

けない
と
忌
うんで
す。一
般的に

得策は、
い
わ
ゆる沼健派
とだ
けわ

は、
中ソ
関
係は当分うま
くい
かな
れわ
れ 、
イメ
ージアッ
プするこ
と

いだ
ろ
うし、
依
然とし
て中国は、
はちょっ
と正
しくない
わ
けで、
か

ソ巡社会南
国主
総
務第一
に
掲げ
て
なり
中国
なり
の国
滋とい
うものそ

い
あわけで
す、
今回の
大会で
も。
演
劇聞に
考え
る、
をつい
う政策マン

しかしながら
私
は、
そ
の辺は
も
が
だんだ
ん出てき
て
る、
とい
う
こ

う
少
し遜っ
た
鹿

沼を持っ
てお
り 、
とじ申
ないで
しょ
うか。
その
限
。

今
回の
リー
ダーシ
ッ
プ
という
の
に
おいて中ソ
関係は、
私
は一
つ
の

は、
総
じ
て実務派勢力優
先だ
と一

改醤の
方向が、
ある一
定
の
レベ
ル

い

草も
いっ
てみれば、
議凶
鈴と
は
出て
くあだ
ろう
とい
き」とを、

郷小平の安
協的
人事では
ないか、
当

然治ん
でおい
て
いい
と恩一。

とい

う気が
す
るんです。
つ
ま
り、

llm
悶鈴
体制が
でき
た
段階

あ
の凶人組打
倒に
功級をあげ
た
涯

で、
まずア
メ
リ
カの
パ
ンス国

策
興
と
か
侃志
福
とい
う
人
た
ち、
特

務
長
信が
訪
中
す否。
パ
ン
ス
と
濯

に
忠商用興の場合
は
副主防に
抜
てき

問鈴

の新体制との
会
談が瀬踏み

され
てい
る。
いわ
ゆる
こ
れ
まで文

で
終るもの
か、
あ
るいは米
中間

閉派であり
なが
ら、

非よ櫛グル1

係
を一
歩

でも前準。す
もの
か、

ヅだっ
た
途中が
大きな知
的を
占め

とうい
う点
の
界
通し
は
どうで
す

でい
あ。
そ
れ
と両時に、
節小平
系

か。

総の

喜一派のリー
ダーが、
各閣
僚

中
嶋

当初アメリカの
予定と

レベ
ル
からも
大分、
党中央の
政治
しては、
パ
ンス
の訪中をでき
るだ

部に
入っ
てき
た。
雪
フレ

て会磁的
け窃務的に
終らせ
たい、
とい
う
淑

主
刀
向は、
い
わば
四つ
の
近
代
化と
向が
あっ
たよ
う
ですね。
そ
んなこ

いうのは
まさに
野小平
路線、
問患
と
を
含め
て、
当
街の米中関係の
成

来
路線で
あっ
て、
いっ
てみ
れば
か
熟度から見ます
と、
ま
だま
だ
図交

っ
て

の尖楠派
レベ
ル
の

路線だ、
と
樹立に、

民体的
に一
歩踏み
出すと

いっ
てい
い
ん

ですね。

ころま
でい
か
ないよ

うな気

がしま

そうし
ます
と対ソ
関
係に
し
て
す。
ただアメ
リ
カとし
て
も、
い
よ

も、
毛沢東
の
ょっに、
ソ避
はとに
い
よ本格的
に中
国外
交なり、
中
国

か
く
憎い
ん
だ、
と。
ソ巡
を敵とし
の
今後の

方向を
考えなけれ
ばい
け

マ絶対
的
に回定し、
すべ
てをそれ
ない、
というふうに感じ
てい
あと

に
よっ

て駒を動かす
んで
は
なく 、

思手Nで
す 。

もう
少し政策
的な、
ポリ
シー・
才

桜本ベ
1ス
としては、
米日中
の

りエ
ン
ティ
プな対ソ
関係
の
形
成に
ト
ランス・
パ
シ
フィッ
ク・
コ
ラデ

向っ
ていく可能性が
ある。
そ
の
拐
ィ
ショ
ン、
太早
洋横断的速携
とい

合に、
こうい
う内
政
的な、
い
わば
うも
の

l1あわ
よ
くば盗
事戦略上

の提携を
含め

てt1をアメリ
カは

求
め
たい
とい
う
傾
向が強く
なっ

てき
て

い申S9。
こ
れは
終に
新
太

平
洋
ド
ク
ト
リン
以
来
そう
な
ん
で
す

けど、
そうい
うアメリカなりの
対

ソ戦
協
に

対する考慮と、
中
国
位。

の当面の
考慮とは

その点で一
致す

おだ
けに、
いわばそ
の聞に
立っ
て

い
あ臼窓が、
どうい

う主体的な対

応をと忍か
という問
厨が
出てき
て

い
あと思
うんで？。

ですか
ら
当分とい
うか、
今
回
の

パンス
動中に
よっ
てす
ぐ、
とい
う

こと
はない
の
で、
私の

同議しは、

中
間選挙
が
来年に
迫っ
て
ますが、

カ1ターは
そ
の
後
に考える
のでは

ないか、
とい

う気がすあん
です。

い
ず
れに
し
て
も一
九
七
九厚から

八O年に
かけて、
米
中
はご京知の

ように
闘交
樹立を
どうするか、
中

ソ
は申
ソ友
好同盟

条約をどうす
る

か、
とい
う本
当に
歴史的な遊
沢が

行われ
る
わけで
す
。

それとの
関
迎

で、
目中
平
籾友
好条
約
を
考え
あ。

そ
れくらい
の世界史的な須野を
持

た
ない
と

i！日
中は田中だ
け、
ぁ

忍いは診
院
選
まで
とか、
次
の何々

まで、
と
い

う噌ぷはおかしい。

臥即応

銭
。

？え

？と

入

江
さ
ん
が

言
っ

た
の

を、

僕
は

至

極

面
白
い

と

思
っ

た
。

さ
っ

そ
く
、

そ
れ

を

揮
語
（
き
ど

う）

し

て

贈
っ

て

も

ら

う
よ

う
な
こ

と
ま
で

親
み

と

ん

で
か

ら

散会
し

た
。

と
こ

ろ
で
、

帰

上
に
、

記
念
の
忽
味
も

あ
る
。

と
い

ヨ
こ

と
で
、

と

れ
に
決
め

た
。

さ
て
、

命

名
し
た

以

上
は
、

之

れ

を

明

ら
か
に
し

な

く
て
は
い

け
な
い
。

山

荘
の

て
、

と

こ

の
管

理

人
さ

ん

に

鶴

ん

で

作

つ

で

も

ら
っ

た

ら
、

大

き

な
三

角
形
の

標

札
が
で

き
て

き
た
。

そ

れ
に
ペ

シ

キ
で

本

織
の

カ
ッ

ト

の
如

き
風

見

鶏
を

錨
き
、

下

に一－一

字

を
述
ね

た
。
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党
の
で
し、
金位$導
絹1

史
穫
が
決ま
υ 、
宅島A
後
を
な
う
申
国
の
で
し、

導
体
時計j
カマ
閤
ま
，ヨ

た。
中
関共
箆
党

八日
に
第
十一
回
大会を、
翌
十
九日
に
は
第
十一
期
中
央
寮
員
会
の
第一
回
総
会を
開
き、
率
直
鋒
主
席を
トッ

プ

、
1111 
Jj、
平、
李先念、
窪
貫主
興
各
a!J 

書
官十五
入力宅
政治局
護
委
員
会を
繍t
成
し、
党を
統
率
して
4φ 
く
体
制
を

そこ
で、
十一
金
大
会
の
憲
議、
一部
小
平氏
の
復
活
が意
味
する
も
の、
さb
に
は
米中、
米ソ、
自
ソ
の
関係な
ど

国
問
題
の
南
京で
あ
毒
患
東京
タト
大
教
授

聖書
1!I 
イン
タピ
ユ

を
守す
，つ

（
イ
ン
タビュ
ア
ー

は
畑昭
三
機関
経局次
長）

転

換

求

め

る

強

し

潮

流
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11八月十八
日に
中
悶
央広
党

の
筋十一

一回大会（
十一

金大畠－ち

が聞か
れ、
警関
総体制が

確立し

ましたね。
翌十九回
には、
第
十

一
期中出世帯官
民会の
第一
回総会が

開聞
か
れ、
諸国
総主防
をトッ
プに

湊
剣英、
郷小平、
李
先念、
注由民

輿の
四

副主席が巡出され、
議
図

録依
制が
正式にmm定
したわけで

す
が、
今
回の
十一

会大会の強制動

につ
いてま
ず、
お
附
きした
いと

思いま
す。

中
嶋
こ
れは、
文
化大

筋命と

い
う十年間、
適宜
の内政
を一
貫
し

てきたと忠
われ
る、
いわ

ゆあ文
部

路線で
すね。
こ
うい

うものが、
こ

の
大会によっ
て一
つ
の
区
切り
をつ

げた、
と
い
うことに
滋
味があると

思
うんで
す。
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際

的

な

視

野

で

日

中

平

和

条

約

宇佐

考

え

よ

う

一化の
方

近代化路線、
実務派路線
をとっ
て

・な
るん
ま
すと、
その点で
のソ連との
ギャ

’ソ関係
ツ
プ
は論理的
には少なく
な
るわけ

うか。
で
す。

首
には

こ
うい
うレベ
ルで
むしろ考
えな

れ
ばい
方が
いいので、
これ
からの
中
間の

般的に
熔液は、
いわ

ゆるね健派
とだ
けわ

い
かな
れ
われ、
イメージアッ
プす
るこ
と

裁は、
は
ちょっ
と正しくないわけで、
か

掲げて
なり中国なり
の閣議
とい
うもの
を

で
も。
真
剣に考え
る、
そうい
う政策マ
ン

辺は
も
がだん
だん出
てき
てる、
とい
うこ

おり、
とじゃ
ないで
しょ
うか。
その
限り

い
うの ？
に
おいて
中ソ関係は、
私は一
つの

だと
思
改
笛

の方向が、
ある一
定のレペ
ル

閣飾と
は
出て
く
る

だろ内広れき

』〉迄、

い
か、

当然読んで
おい
て
いいと一
う。

まο、

11務図

録体制がで
きた
段階

げ
た
庄

で、
まずアメリ
カの
パ
ン
ス
国

ち、
特

務
長
町闘が
訪中す
る。
パ
ン
ス
と
翠

抜てき

図録の新
体制との

会談が
瀬踏み

まで文

で
終るもの
か、
あるいは
米中
関

グルl

係
を一
歩

でも前進さすもの
か、

を
占め

こうい
う点
の何通しは
どう
です

小平
系

か。

各閣
僚

中
嶋
当
初アメリ
カの予
定と

ω政治
し
ては、
パンス
の訪中
をで
き
るだ

盆体的
け事
務的に
終らせた
い、
と
い
う窓

門化
と
向が
あっ
た
さ
つで
すね。
そん
なこ

、
周
回国
とを含めて、
当面の米中関
係の成

れ
ばか
熟度
か
ら見
ますと、
ま

だまだ
国交

た、
と
樹立に、
異
体的に一
歩踏み出
すと

こ
ろまで
いかないよ

うな気が
し
ま

L
し
て
す。
ただアメリカ
とし
ても、
いよ

ほ
とに
い
よ本絡的に
中国外
交
なり、
中国

鰍とし
の
今後の
方
向を考えな
け
ればいザ

ゼ
それ
な
い、
というふ
うに
感じてい
ると

以く、
思
うんで
す。

1・
ォ

革本ベ
ー
スとしては、
※田
中の

彬成に
トランス・
パ
シフィッ
ク・
コ
ラ
デ

セの樋
ィショ
ン、
太草津
繍断的
溜
鋳
とい

い
わば
うも

の11あわよく
ば淑
事戦
路上

の
製紙
を含め
て

ーーをアメリカは

求め
たいとい
う傾
向が
強
く
なっ

てきて
いま
す。
こ
れは
符に新太

平
洋ド
クトリン以来
そうなんで
す

けど、
そういうア
メリカなりの
対

ソ戦略に
対す
あ考慮
と 、
中国
なり

の
当
面
の考慮とはそ
の点で一
致す

おだけに、
いわば
その問に立っ
て

い
あ日本が、
どうい
う羊夜的な対

応をとるかとい
う問問が出
てき
て

い
あ
と思
うんで
す。

で
すか
ら

泊分とい
うか、
今回の

パ
ンス
訪中によっ
て
す
ぐ、
という

ζとは
ないので、
私の
只通
’語、

中
間選桜が
来年に
迫っ
て
ますが、

カl
ター
はその後に
車唱え
るので
は

な
いか、
と

泣奨がすあんで
す。

いずれに
して
も一
九七
九年から

八O年にかけ
て、
米中は
ご承
知の

ように
間
交紛立
をど
うす
るか、
中

ソは
申ソ友
好向周

条約を

ど『ずる

か、
とい
う本当に
歴
史的
な選沢が

行
われ
るわけで
す。
それとの
関
連

で、
回申
平和
友好
条約を
考え
る。

それくらいの世界
史
的
な
視野
を持

たな
いと

ll白申は
日中だけ、
あ

あ
いは
参院選まで
とか、
次の何々

まで、
と
い

うwud
はおか
しい。

と

入

江
さ

ん
が

寄
っ

た

の

を、

僕
は

歪

極
商
白
い

と

思
っ

た
。

さ
っ

そ
く
、

そ

れ

を

侮
港
（

き
ど

うV

し
て

贈
っ

て

も

ら
う
よ

う
な
と
と
ま
で
頼
み
こ
ん
で
か
ら
散
会
し

た
。

と
と
ろ
で、

帰

上
に
、

記
念

の

沢長
も

あ
る
。

と
い

う
こ

と
で
、

と
れ
に
決
め
た
。

さ
て
、

命

名
し
た

以
上
は
、

注

品加

を

明

ら
か
に
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

山
在
の

文
化
大
革
命
に

区
切
り
を
つ
け

しかし、
考えて

ま宇と、
文化

犬革
命と
い
うのは、
六十五
年の秋

に、
上海の
銚

文冗が「
新総
歴
史郎

，海副刷隣
自ア
につ
い
て」
という、

例の泌
瑞憐箇
から始まっ
ているわ

けですぬ。
それ
か

ら紅衛兵起動に

いた
り、
林
彪
批
判の
台頭
に
いた

hu、

四人組が
台鎖して
きた。
これ

は、
文化
大部
命の
まぎれもない一

議機

にして申聞は、

金零ヨ

ド

ラ四国般の方向
に

どんどん潮崎ん

で
い
く、

というように見だ方が

いい
んで
しょ
うか。

中
嶋
そうで
すね
よ
量の
式

会を契
機に
しでとい
ぎより
は、
す

でに
七
十五
年の

杭州事件、
所江
翁

でのね。
杭州窃件あた
りか
ら申
聞

社会内部に
は、
い
わば四つ
の
磁
的

化そ求めあ、
毛沢
東思想によっ
て

発
識さ
れた政治優先の
社
会か
ら、

もっ
と
実務的
な社会主
義建設の
路

線へ
の
転俊そ
求める潮
流
が、
内
部

的
に

は非常に成
熟してきたわけ明、

す。
そ
れの一
つ
のきっ
かけが、
プ

ロレ
タ
リア
理総学泌連
動など
が
叫

ば
れ、
鈴林
御礼海動が
叫ばれて
い

つ
の
プロ
セス
てすね。
それらの
人
に、
今
回の

大会の一
つ
の
大きな間

る故中に
起っ
た
杭州の

封働者た
ラ

た』門戸が、
文献の
火付
け
役以
下、
す
題
点があると感
い
ま
す。

に
よる
底上げ盟
求で
すね。

ベ
て
失脚
した
よに、
今回の
党
大会

で
す
か
ら、一
日
で
いえば
中
国 ，

非憾に
切実で予
具
体的
な慶求
項

と
い
うのが
成り立っ
てい
るわ
けで
は、
いわば
毛沢
東思想
な
り、
路線
闘を掲
げた一
つ
の
社委的
な
動き
が

す 。しかも 、こ
れらの
人た
ちが
すべ
とい
う－
のの、
こ
れまで
もっ
とも

下か
ら起っ
ていた。
そう
い
う滋
味

て
失脚した上に
な
有
名目的
には

本質的な
ものに
対
し、
非
常に
皮
肉

から塁安
と、
す
でに
中聞社
公

文
化

大動命の勝利をおり、
毛沢
東

な結

果を生
み出して
いるん
じゃ
Eー

は、

内部的こは
これまで
のよう
は

思
想の
勝利、

毛沢民路線の勝利を
い
か、
とい
う気

がします私。
従つ
11f
は
「貧
困
のユ
ー
ト
ピ
ア」
と

話らざる

を得
ない
とこ
ろに、
同
時
て、
産
の
菌は、
よくい
われ
る

いっ
口
るんです
Z、
貧
しいこ
よ

ん
です
けど
よ
わゆ
忍
四つ
の
近

がいい
こ
とだ
式の
芸主
義では、

代
化（
俊
策、
工
業、
国防 、
科
学怨
も
うす
ま
なくなっ
ていた
と思
うん

術）
を中
心に、
中
国
社
会の
現
代

で
すね。
外の世
界
との交
流
もあ一＠

化、一
口
でい
えば、
路国強兵
筋線
し、
外の
世界をだん
だん
見てく
忍

こ
巡んでい
くだろ
う。

ー

と、
やっ
ぱり中聞は
こ
れで
は
だ
め

’l大会

の撃をいうのは、
な
ん
だ、
とい
う
感じ
が
出て
い
た

おっ
しゃ
あように
毛
沢
民
路線
わ
け
で、
その辺を深
刻に認認
し
て

の、
第一
次
文
磁の
終え
ん
だ、
いた
の
はやは
り周恩楽で
あり、
郵

と。
そうい

う箆醤をし
てい
る。

小本で
あっ
たと思
うんで
す。

し
か
し、
表向
きには
毛路線
を縫

こうい
うふ
うに考え
ま
すと、
ミ

示して、
継続車
命を
やっ
ていく
の
大会
を

契機に
してとい

うより、

んだ、
と
いっ
て
ま
すが、
郵小
平

今度の
大会は、
そうい主申
国社会

の
復活、
それと
四つの
近
代化
と
の
幣夜
的
な潮流
の迫認で
あり、
強

い
う強
味で、
先住の
おっ
しゃっ
惚で
あったといっ
て
もいいと思
い

たように、
新し
い近
代化に
巡
ん
ます。
にもか
か
わら
ず、一
方で
は

守いく、
とい
うことな
んで
しょ

走資派鈷判だと
か、
左からのキャ

うか。

ンペ
1ン
があり－
した
か
ら、
その

中
嶋

実質的
には、
ま
さに
お

語読
実は、
去年の天安門
樹容で

っ
しゃ
あ通
りだろ
弓正思いま
す。

同開発し
ているわけで
す。ですから、

！
今度の中
毒
で
も
実
務

中悶社会の一
つ
の
方

向か、りすれば

派、
あるいは
文化話
命で
巡放に
当然の
鮒
絡であっ
た、
といっ
て
も

なっ
た手
闘い
旧
除献が

復活した
い

いんいUゃ
ないか
と
思い
去すy

p、
とい
うこ
と
で、
今度

の大会

、

実

務

派

を

中

心

に

L._丸 山内 山
中閣の新しい指導体制が固まった。…－－中閣の鰭問問について語る
中嶋東京外語大教綬（ti:）とインタピュアーの畑機関紙局次長（右｝
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注

目

さ

れ

る
グ

動

き
d

UHFそζで、
何
本ω
園内
隣市
と
か
ら、
その
辺を
も
う少

し踏め一令必
ま三
もい
るかど
う
如、
と
い
う之
と
チ、

9ベ官僚としての即興敏と力があ

も臨
越し、
日中平
和友
紙条
約の

援があると忠うんで
す。
しか
も
こ
があ
るルで
か。
私
は、
こ臥
聞の
北
あ。
し
かもかつて、
ス
ターリン
徽

締結の

隠期と
いうのは、

一前より
の
条約
が、
単にシンボ
リッ
クな
平
京政
変と
い
うのは、
まだまだいま
判

の洗めも受けて、

毛沢山県恩剖酬を

は好ましい方向に
いき
ます
か

契約で
あれば、
留は
ない
が、

警
の

密の
密
警断ち
切っ
て ：

静
脈州
主
部つ
だこ
ともあ
る

中
嶋
一
口に
いいます
と、
回

想憎条
加とい
うもの
が
重品れ
る。

ないさつな気 付叫
す
あんで
す。
とい
入閣で
すからね。

人組
問代より
も当た
りは、
どち
ら
ゆ
図
なり

の伊ポ押戦
略の一
環に
依田
うのは、

議問鈴の
や
り
方その
もの

毛
路線の立場にたっ
て、
モれを

かとい
うとモ一プレ
ート、
穏
健に
な

づけ
られている
条約、
といっ
てい
に
もかなり問題
が
あ
った。
強権
を

正しい
とい
うこ
と
においてのみ、

．

るよ
うな
気がしま
す。
し
かし
なが
い
わ
けで
す。
これ
をソ速がど
う受
発動した
わ
けで
すから
ね。
その
こ
初
めて
自分

の向け在価値が

ある盟事国

ら、
当た
りが
穏
健にな
るというこ
け
と
め
るかとい
う問
題が
あ
るわ
け
とを
徐々
に
追認さ
ぜ
ていっ
て、
今
鈴の作品
坊と、
中
聞
社会の一
つ
の
測

とは、
それだ
け

手ごわい
わけで
す
で
すね。
そうい

う非熔に、
戦
際的
聞の
大会
ま
で持っ
てきた
んで
すげ
流に梁っ
て
い
る
郷小平
の玖場と

からね。
そ
れだ
けに、
回
中
寧籾

な門
以があ
る条約だけに、
こ
の
間
ど、
縮図
録の
持っ
てい
る政
治
的な
は、
銀
本的に食い巡うわけで
す。

題
につ
い
ては
もっ
と突っ
込ん
だ
惚
体
質と、
部小平の政
治的な体質
は
その
副で

部小専
が
今後、
ど
ういう

友
好条約につ
い
て
は、
まず中ソ
闘ソ

論をしていく
べ
きですね。

板
本的なとこ
ろで、
かなり
巡
うと
ふ
うに

政治に、
彼の余生をか
け
あ

係カどうな
る
かと
い
うこ
と。
中l

r

l汲
後に、
この機会に
いっ
て
い
き
さで
す。

か、
私
は
邸小平
の
震
からし
て

は軍事
同盟条
約
を結んで
いるわt
i

－
おきた
いことは
ありま
すか。

筆国
銭は
いま、
何と
いっ
ても
毛
も、
やはり歴
史に
名
を残

そう井￥4

で
す。
この
期
限が一
九
八O
年で、

i中
嶋
ひ
ヱ
つだけ
二
般に

主席
が「あなたが
や
れば

斡芯だ
」
るん
じゃ
な
いか、
と
い
う気がす
る

一
年前に
両者が

叩四肢を
明 らかに
し

郁
小平の
復
活を、
績回鈴
体制の
中
と
いっ
たとい
う、
お
怒っ
き
をかざ
んで
す。
その
辺は
今後も見てい
く

な
きゃ
ならな
い。
外交政
策が変わ

で

の包括、
と
い
うふ
うに新聞は
密
して
い
弓
館小早
川凶、

空語恩
師

必援があ
あと思
い
古宇ね。

る可
能
伎が出
てきたわ
けで
す。
こ

い
て
警が、
衆たして

郵小平が
こ

奇とっ
て
い
るが、
ソ迎
共
雪の

ーーありがとき

ざいました ＠

の
可
能性

柔道
ここ一 、
ご
去

の
ま
義
援の
サボlターに
とど

還でい
え
ば、
各
省のアパ
ラ
l

て
をる必援
が
あると
思
うんで
す。

し
か
も、
そも
そも平
和友好
条
約・

と
い
うのは、
いわば
紛
争
処理の後一

で、
互いに問
題が
なくなっ
た
とき一

に
初め
て結
ぶべ
きで
あり、
懸祭が一

残っ
ているが
それは
お互いに
触れ一

あ
ことは
よ
そ
う、
と
いう
形で
結
ぶ一

のは一

雪子
いで
す
ね。

目中関係一

と
い
うのは、
非常に問
題が
起き
や一

ずい歴
史的な環
境に
あるわけで
す一

て
、

と

と

の

管

理

人
さ

ん

に

臨

ん

で

作

つ

で

も

ら
っ

た

ら
、

大
き
な
三

角
形

の

様

札
が
で

き
て

き

た
。

そ
れ
に
ペ

シ

キ
で

本

欄
の
カ
ッ
ト
の
如
き
風
見
鶏
を
描
き、

下

に
三
字

を
連
ね

た。

新

体

制

の

中

の

部

小

平

氏

附属品各種

常

o早急にお送りいたします。
主・合成盤 ・差込盤

株式会社
｜ー15〒983 ft 94-2421問

’ー�・・‘4・4・c

” 

経
り
大

ー宣Z
γコ


	1977.09.02-四つの近代化を強力に推進　新しい中国社会建設へ踏み出した華体制(週刊民社)
	1977.09.02-四つの近代化を強力に推進　新しい中国社会建設へ踏み出した華体制(週刊民社)-01

